
 

令 和 ６ 年 度   学 校 総 合 評 価 

  

６ 今年度の重点目標に対する総合評価 

 
  本校の教育目標「自立と社会参加に必要な力を身に付け、社会の一員として健康で心豊かに生きる人を

育てる」の達成を目指すとともに、本校の現状と課題を踏まえ、以下の３項目を重点課題として取り組み

ました。それぞれ設定した目標について、ほぼ達成することができました。 

 

(1)健康で心が豊かになる活動 

中学部では、生徒が運動の楽しさを実感し、心身の健康への意識を高める取組を進めた。外部講師を 

招いた研修会で得た知見を基に体力つくりや体育の計画や内容の見直しを図り、授業改善を進めたこと 

により、生徒が楽しそうな表情で意欲的に運動に取り組む姿が多くみられるようになった。また、長期 

休業に合わせて運動動画の教材を作成して学校ホームページに掲載する等、生徒が家庭で活用できる教 

材づくりに取り組み、家庭での運動習慣づくりを図った。事後アンケートから、多くの生徒が長期休業 

中に家庭で主体的に運動を行ったという結果が得られた。 

 

(2)地域人材を活用した作業学習を通して、地域社会と積極的に関わり、社会生活で自分の力を発揮する態度 

の育成 

高等部では、各作業班に地域等の外部人材を講師に迎え、講話や実習を通して専門的なスキル等を学 

び、地域の特色を生かした製品作り等の実習を行ったり、地域の老人保健施設等での介護実習等を行っ 

たりした。各作業班では、講師から学んだことを、新商品の開発、手順表の作成に活用し、学習発表会 

の高等部作業製品販売での新製品の販売や接客態度の向上に生かした。また、実習を通して、生徒が自 

分の得意なこと、不得意なことを知り、就業体験先の選択等に生かす姿がみられた。 

 

(3)児童生徒会活動の活性化と主体的に取り組むことができる活動の推進 

       委員会活動で、児童生徒が自分たちの取り組む委員会活動の役割や意味について考え、話し合う機会 

を十分に設けたことで、意欲的に委員会活動に取り組む児童生徒の姿が多く見られるようになった。ま 

た、２月に全校集会を開催し、各委員会が活動内容、意味や役割をまとめ、全校児童生徒に発表するこ 

とを通して、全校でよりよい学校生活を築く取組を実践していることを互いに確認することができた。 

 

 

７ 次年度へ向けての課題と方策 

 
(1)児童生徒が運動の楽しさを味わうことを通してやる気を高め、主体的に体力を高める活動の推進を継 

続していくとともに、食事や睡眠、仲間と関わる、好きなことがあるなど、様々な視点から、健康で心 

が豊かになる学びや活動を考え、学校卒業後の充実した社会生活につながる取組を推進していきたい。 

 

(2)学校の取組を積極的に地域に発信するとともに、地域や保護者、関係事業所等と一層の連携を図り、児 

童生徒が地域に溶け込みやすい環境づくりに努めたい。 

 

(3)児童生徒が、より良い学校生活に向けた様々な活動の意味を理解し、自分の役割や責任を意識するとと 

もに仲間と関わりながら活動に取り組むことにより、児童生徒が社会で発揮できる力の育成に努めてい 

きたい。また、日頃の活動と地域の活動の重なりを広げることを通して、社会生活を楽しみ、豊かにする 

ことを考える機会を設けていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 



８ 学校アクションプラン 

 

令和６年度 となみ総合支援学校アクションプラン－１－＜中学部＞ 

重点項目 学習活動 

重点課題 健康で心が豊かになる活動 

現  状 

中学部では、火曜日から金曜日までの１限目後半を体育の授業とし、体力つくりを行っている。体力

つくりでは、令和５年度に様々な動きの経験不足や単調な活動への慣れなどから運動の効果を得にくい

状態で運動を続けていることを課題として外部講師による研修を実施し、『生徒が主体的に取り組める

体力つくり』を目指して内容の見直しを図った。講師の助言を基に、新たな運動プログラムに取り組

み、生徒が運動に取り組みやすいグループ分けや運動課題の検定日を設けてレベルアップ表で生徒自身

が伸びを感じられるように工夫した。 

体力つくりに関する教員アンケートでは、生徒の取り組み方や意識が変わったとの意見が多かった

が、一方で、生徒の意欲が高まらなかったという意見もあった。また、運動の楽しさの実感や体力つく

りの目的意識の向上、健康への意識付け、家庭での運動習慣の確立等が課題として挙げられている。 

達成目標 

方  策 

①生徒が主体的に取り組める運動やトレーニ

ングの内容などを学ぶ研修会の実施 

②生徒が家庭で使用できるチェック表や手順表 

等の教材づくり 

年４回以上 年２回（夏季休業前及び冬季休業前） 

 

方  策 

 

１学期 

・体力つくりや体育の計画に基づき、主体的に取り組める運動の指導を行う。 

・生徒への直接指導も含め、運動に関する研修会を行う。    研修会① 

・家庭での運動習慣づくりに向けた教材づくり（夏季に生徒が家庭で使用できる 

チェック表や手順表等の教材を検討・作成） 家庭での運動教材の提案① 

夏季休業 ・１学期の体力つくりや体育の見直し、２学期の計画の検討   研修会② 

２学期 

・夏季休業中の家庭での取組の確認を行う。（休業中の家庭での運動実施率の確認） 

・見直しを図った計画に基づき、主体的に取り組める運動の指導を行う。 

・研修会②以降の取組を踏まえ、運動に関する研修会を行う。  研修会③ 

・家庭での運動習慣づくりに向けた教材づくり（冬季に生徒が家庭で使用できる 

チェック表や手順表等の教材を検討・作成） 家庭での運動教材の提案② 

冬季休業 ・２学期の体力つくりや体育の見直し、３学期の計画の検討   研修会④ 

３学期 ・冬季休業中の家庭での取組の確認を行う。（休業中の家庭での運動実施率の確認） 

具体的な 

取組状況 

①研修会の実施：教員対象に４回実施 

ア 研修会①②③（６～８月） 

・発達発育と運動、コーチング法 他 

イ 研修会④（11月） 

・運動意欲、受容の大切さ 他 

②家庭での運動教材の提案 

ア 運動チェック表の作成、配付 

イ 保護者アンケートの実施 

ウ 体力つくりのプログラム見直し 

エ 長期休業用の運動動画の作成、ＨＰへの掲載 

評  価 

① Ａ ② Ａ 

・研修会①～③は、日本サッカー協会障害

者サッカー指導者養成担当者による講義

及び実技、④では富山国際大学講師によ

る生徒への直接指導及び教員との懇談を

実施した。 

・事後アンケートでは、多くの教員が体力

向上の理論の理解を深めたと回答した。

また、研修を踏まえた体力つくり等の実

践により、生徒が楽しそうな表情で意欲

的に運動に取り組む姿がみられた。 

・アにより、夏季休業中、８５％以上の生徒が、ラジ

オ体操や散歩、ストレッチ等の運動を週１回から概

ね毎日行っていた。 

・夏季休業中の動画のＨＰへの掲載に加え、イの意見

を参考に、冬季休業中にも運動動画を作成し、合計

５本の動画をＨＰに掲載した。また、生徒や保護者

に運動動画のＨＰへの掲載を周知し、家庭での運動

を促した結果、冬季休業中のＨＰへのアクセス数が

増加した。冬期休業中、家庭で８０％近くの生徒が

運動を行った。 

学 校 関 係

者の意見 

・将来の就労に向けて、体力を付けることは大切である。ラジオ体操を実施している会社もある 
・日常的に運動する習慣が身に付くとよい。そのために本人のやる気を育てることが必要である。 
・運動の楽しさを経験したり、好きなことや得意なことを身に付けたりすることもよい。将来の生
活でも運動が社会参加につながり、人と関わることにもつながっていく。 

次年度へ 

向けての 

課題   

学校で運動に主体的に取り組み、楽しむ姿が見られるようになった。一方で、家庭での日常的な運
動につなげることは難しかった。運動だけでなく、食事や睡眠、仲間がいること、好きなことがあ
ることなど、様々な視点から心が豊かになる活動を考え、意義や目的も含めて学ぶことができるよ
う、各教科等の学習を関連付けながら指導や支援に当たりたい。 

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪くなった） 



 

 

令和６年度 となみ総合支援学校アクションプラン －２－ ＜高等部＞ 

重点項目 学習活動 

重点課題 
地域人材を活用した作業学習を通して、地域社会と積極的に関わり、社会生活で自分の力を発揮
する態度の育成 

現  状 

高等部では、卒業後の社会生活を見据え、作業学習や校内・校外就業体験を行ってきた。しか

し、コロナ禍のため、学習発表会の際に作業学習で作った製品の販売や作業内容の映像紹介の機

会が大きな活動制限を受けたり、外部から講師を招いた講習や事業所や福祉施設での実習の機会

が著しく少なくなったりするなど、地域との交流を通してお互いに関わる場が少ない。 

達成目標 ①地域の人材を活用して専門的な知識 

 やスキル、地域の特色等を学ぶ学習 

②専門的なスキルを生かした学習プログラムの開発 

（作業学習の各作業班の新製品の開発または作業 

スキルアッププログラムの作成） 

・作業学習の作業班（全９班）で 

各１回以上の実施 

・新製品の開発（各作業班）  ２品以上（対象６班） 

・作業スキルアッププログラム ３件以上（対象３班） 

方  策 ・地域等の外部の人材を講師に迎え、地域と連携した作業学習活動を推進し、生徒の社会参加 

の意識を高めるとともに、地域との学びのつながりを構築する。 

・地域等の人材から得られる専門的知識やスキルから、地域の特色を生かした作業製品の新製 

 品の開発や作業のスキルアップのプログラムを作成し、社会で活用できる力を育む。 

・学習発表会に向けた作業製品づくりや販売で地域の方々と関わることを通して、作業学習の 

目的意識、社会参加の意欲を高める。 

具体的な

取組状況 

＜クリーンサービス班＞清掃業者より２回        ＜服飾工芸班＞手芸店より１回 

＜受注班＞コミュニケーション講師より全生徒に対して１回 ＜食物班＞菓子店より１回 

＜木工班＞井波彫刻より１回と庄川挽物木地より１回    ＜窯業班＞三助焼より１回 

＜園芸・食品加工班＞菓子店より１回とＪＡ（３学期予定）より１回 

＜生活サービス班＞専門学校より１回と特別養護老人ホーム（３学期予定）より１回 

＜基礎作業班＞五箇山和紙工芸（３学期予定）より１回 

作業班ごとに、地域の外部人材を講師に迎え、働くことについての講話、専門的な知識や

スキル、地域の特色を生かした製品作り等の実習を行った。生徒から講師に働くことや技能

等に関する質問等、その後の作業学習での技能・態度の向上や買い手を意識した発言が聞か

れたりした。 

・生活サービス班は地域の老人保健施設での４回の実習をし、学んだことを振り返って次の実

習に生かしたり、実習から得意なことや不得意なことを知って進路選択に生かしたりした。 

・学習発表会に向けて、講師から学んだことを、新商品の開発とその手順表（さつまいもの焼

きドーナツ、どらき、パッチワークコースターなど）の作成や製品作りに活用したことに加

え、販売練習で挨拶や態度の向上につながり、販売当日の接客に生かされた。今後も、地域

の食材を使った菓子や付加価値を高めたカップや木工製品などの新商品や、整容手順カード

の改良などの学習プログラムを開発していく予定である。 

評  価 ① Ａ ② Ａ 

学校関係

者の意見 

・地域の人材が講師をして交流があることはよい。今後も関わる地域人材が増えるとよい。 
・外部講師との学習の機会をきっかけに生徒の人生の選択肢が広がることを期待する。 
・これだけの地域人材の実践に敬意を払う。専門的な知識に触れ、実習の質が上がったと思
う。特別支援学校に地域の人が来校したり、生徒が地域に出て関わっていったりすること
で、社会の人々の心の壁がなくなっていく。この活動を続けてほしい。 

・砺波広域圏の経営者に関わる団体等に積極的に働きかけて講師をお願いし、さらに関係や理 
解を深めてもらうとよいのではないか。 

次年度へ

向けての

課題 

地域との関わりを一層深めるために、作業学習を中心に、地域人材や地域事業所等を活用した

学びの推進を図るとともに、地域との交流の機会を生かした取組を推進することにより、生徒

が社会で発揮できる様々な力の育成に努める。 

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪くなった） 

 



 

 

令和６年度 となみ総合支援学校アクションプラン －３－ ＜生徒指導部＞ 

重点項目 特別活動 

重点課題 児童生徒会活動の活性化と主体的に取り組むことができる活動の推進 

現  状 

本校には、小学部、中学部、高等部の３つの学部がある。新型コロナウイルス感染症の流行

前には、運動会や学習発表会など３つの学部の児童生徒が一緒に活動する機会があったが、現

在では学部の枠を超えて活動するのは委員会活動のみとなっている。また、以前は学習発表会

などの学校行事に地域の方に来校していただき、児童生徒の活動をとおして、地域と関わる機

会があったが、コロナ過でそれもなくなっている。 

これらのことから、３つの学部の児童生徒が会して自分たちが取り組んでいる活動の意味を

考えたり、より広い範囲に活動を広げるための方法を話し合ったりすることで、学校の取り組

みを家庭や地域につなげるきっかけとしていきたい。また、児童生徒会活動が地域との関わり

を深める活動を進めるには、どのような活動ややり方をすればよいかを考える機会を作る中

で、児童生徒が主体的に考え、活動を実践する場面を設定したい。 
その上で、日頃の生活と地域の生活との重なりを広げ、より社会生活を楽しみ、豊かにする

ためにはどうすればよいかを考える機会としていきたい。 

達成目標 
① 委員会活動の話合い活動 年５回以上 ② 委員会活動発表会の実施 年１回 

方  策 

・各種委員会活動の意味や地域に活動を広げ

るために課題を設定した話合いを仕組み、

活動を推進する。 

・主体的な取組や結果を可視化して共有し、

児童生徒の活動を効果的に推進する。 

・委員会活動の取組を校内放送や掲示物で随時

紹介するとともに、児童生徒会が中心となっ

て委員会活動発表会を企画・運営して実施す

る。 

具体的な取

組状況 

・委員会活動の中で、それぞれの委員会での活動の意味についての話し合いを行った。自分

たちが取り組む委員会活動の役割や意味について児童生徒が考える機会となり、今まで以

上に活動に積極的に取り組む様子が見られた。 

・委員会での活動を「学校以外の場所での活動に広げて行くにはどうすればよいか」と児童

生徒に投げかけてみたが、児童生徒からは意見が出なかった。 

・児童生徒会の執行部が中心となりそれぞれが意見を出し合い、校内にあいさつの輪を広げ

るための手立てとして、より効果的な場所での実施やあいさつ運動の参加の呼びかけを行

うなど、自分たちで考えたことを積極的に実践する様子が見られた。 

・２学期から３学期にかけて、各委員会の中で、自分たちの活動を委員会内で発表しあい、

活動の意味を再確認するとともに委員会が果たした役割について理解を深める機会を持っ

た。 

・２月７日（金）に全校集会を開催し、各委員会の活動内容とその意味や役割について全校

児童生徒に発表することを通して、全校でよりよい学校生活を築く取組を実践しているこ

とを互いに確認することができた。 

評  価 ① Ｂ ② Ａ 

学校関係

者 の
     

意 見 

・話し合いの中で他の人の意見を聞くことができる力は、卒業後の生活でも必要な力だと思 
う。 

・いろいろな人と話をする中で、自分とは違う考えにふれ新しい発想にたどり着くこともあ
りコミュニケーションによる課題解決の取り組みが大切だと思う。 

・あいさつ運動はよい活動だと思う。自分なりのあいさつの仕方を身に付けることは地域生
活につながる活動になっていくと思う。 

次年度へ向

けての課題 

・いろいろな場面で自分の意見をしっかり相手に伝えたり相手の意見を聞いたりできるなる 

ために、今後も話し合いの機会を設定していくことが必要であると考える。 

・児童生徒が、活動の意味を理解した上で積極的にかかわり、自分の役割や責任を果たしな

がら活動する委員会になるように支援していく必要があると考える。 

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪くなった） 


